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No.189

令和４年6月30日現在
会員数：873名

　　男性685名 女性188名

令
和
４
年
度
定
時
総
会

　
令
和
４
年
６
月
22
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
プ

ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和
４
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
、定
款

の
規
程
に
基
づ
き
、書
面
で
の
表
決
を
推
奨
さ
せ

て
い
た
だ
き
、内
容
も
短
縮
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
行
方
愼
一
郎
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、ご
多
用
の

中
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々
か
ら
心

温
ま
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
習
志
野
市
議
会

　
　
　
　
議　
　
長　
清
水　
大
輔　
様

　
習
志
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
会　
　
長　
髙
橋　
勝　
様

　
習
志
野
商
工
会
議
所　

　
　
　
　
専
務
理
事　
斉
藤　
勝
雄　
様

　
休
憩
を
挟
み
再
開
後
、
役
員
表
彰
、
会
員
表
彰

が
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
嶋
準
一
氏（
谷
津
・
奏
の
杜
地
区
）が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
進
行
上
の
諸
注
意
の
説
明
が
あ
り
、
報

告
、
議
決
事
項
に
先
立
ち
吉
兼
隆
監
事（
花
咲
地

区
）よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

　
各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
、午
前
10
時
55
分
に
本

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
第
１
号　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
２
号　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
３
号　
令
和
４
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　
令
和
３
年
度
度
決
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　
理
事
２
名
の
選
任
に
つ
い
て

　
定
時
総
会
終
了
後
、令
和
４
年
度
第
３
回
理
事

会
を
開
催
し
、
常
務
理
事
の
選
定
を
行
い
、
次
の

方
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

常
務
理
事　

　
内
海　

 

忠　

う
ち
う
み

会場の様子会場の様子 来賓 3 名来賓 3 名

行方愼一郎会長 挨拶清水大輔 市議会議長
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水
戸
黄
門
ゆ
か
り
の
地

　
私
の
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
市（
ひ
た
ち
お

お
た
し
）は
、茨
城
県
北
部
に
位
置
し
、南
北

40
ｋ
ｍ
と
縦
に
長
く
、茨
城
県
44
市
町
村
の

う
ち
最
大
の
面
積
を
誇
る
市
域
で
、人
口
約

5
万
人
の
山
と
緑
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な

自
然
が
自
慢
の
ま
ち
で
す
。

　
私
の
母
校
の
講
堂
は
、「
明
治
時
代
に
お
け

る
洋
風
建
築
と
し
て
御
影
石
の
質
と
工
法
が

素
晴
ら
し
い
」と
し
て
、国
の
重
要
文
化
財
と

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
母
校
の
Ｏ
Ｂ
と
し

て
は
元
内
閣
官
房
長
官（
梶
山
静
六
氏
）や
現

在
の
衆
議
院
議
員（
梶
山
弘
志
氏
）な
ど
の
政

治
家
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
常
陸
太
田
市
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
つ
め
の
西
山
御
殿（
西
山
荘
）、
国
指
定

史
跡
・
名
勝
で
水
戸
黄
門
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
る
水
戸
藩
第
２
代
藩
主
徳
川
光
圀
が
晩
年

を
過
ご
し
た
隠
居
場
所
で
す
。

　
西
山
荘（
せ
い
ざ
ん
そ
う
）の
入
口
に
は
光

圀
が
紀
州
か
ら
取
り
寄
せ
、
移
植
し
た
熊
野

杉
が
天
を
覆
い
、建
物
は
茅
葺
平
屋
建
て
、内

部
は
粗
壁
の
ま
ま
で
、
ど
の
部
屋
に
も
装
飾

は
な
く
、
書
斎
も
丸
窓
だ
け
の
三
畳
間
と
質

素
な
佇
ま
い
で
、華
美
を
嫌
い
、世
俗
か
ら
離

れ
た
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
求
め
て
い
た
光
圀

公
の
理
想
郷
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ル
マ
の
音
な
ど
の
雑
音
は
、ま
っ
た
く
聞

こ
え
て
こ
な
い
、谷
戸（
や
ど
）の
奥
に
な
っ
て

お
り
、現
世
を
離
れ
た
居
心
地
を
堪
能
で
き
ま

す
。

　
春
に
は
梅
、夏
は
新
緑
、秋
は
紅
葉
、冬
は

雪
景
色
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
日
本
の
自
然

美
が
楽
し
め
ま
す
。

　
光
圀
は
こ
こ
で「
大
日
本
史
」と
い
う
日
本

の
歴
史
編
集
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
各
地

に
藩
士
を
派
遣
し
、
現
地
で
歴
史
の
聞
き
取

り
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
諸
国
漫
遊

の
物
語
の
主
人
公「
水
戸
黄
門
」と
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、光
圀
が
眠

る
瑞
龍
山（
ず
い
り

ゅ
う
さ
ん
）に
は
水

戸
藩
初
代
藩
主
頼

房
を
は
じ
め
、
水

戸
徳
川
家
の
歴
代

当
主（
15
代
）と
そ

の
夫
人
が
眠
る
約

２
０
０
基
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
15
万

㎡
を
超
え
る
我
が
国
最
大
の
規
模
を
誇
る
大

名
家
墓
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
残
念

な
が
ら
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に「
水
戸
黄
門
」で
活
躍
す
る
助
さ

ん（
佐
々
介
三
郎
）・
格
さ
ん（
安
積
覚
兵
衛
）

の
墓
も
市
内
の
墓
地
に
あ
り
ま
す
。　

　

２
つ
め
の
竜
神
峡
は
、
茨
城
県
を
代
表
す

る
観
光
名
所
で
奥
久
慈
県
立
自
然
公
園
に
位

置
し
、
竜
神
川
の
浸
食
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

峡
谷
で
、
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
竜
神
大
吊
り
橋
は
、
竜
神
峡

に
架
け
ら
れ
た
歩
行
者
専
用
の
吊
り
橋
で
、

橋
の
長
さ
は
４
４
６
ｍ
・
湖
面
か
ら
の
高
さ

は
１
０
０
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。
現
在
の
吊
り

橋
の
長
さ
日
本
一
は「
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク（
全
長
６
４
０
ｍ
）」で
す
が
、そ
れ
ま
で
12

年
以
上「
日
本
一
長
い
人
道
吊
り
橋
」と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
ダ
ム
の
上
を
泳
ぐ
約

１
，０
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
や
シ
ー
ズ
ン
常

設
サ
イ
ト
と
し
て
橋
の
上
か
ら
谷
底
目
が

け
て
落
下
す
る
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
は
、日

本
一
の
高
低
差
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
名
産
品
と
し
て
は
、
そ
ば
職

人
や
そ
ば
通
か
ら「
玄
そ
ば
の
最
高
峰
の
香

り
、味
、品
質
」と
し
て
圧
倒
的
な
支
持
を
受

け
て
い
る「
常
陸
秋
そ
ば
」は
、
常
陸
太
田
市

北
部
の
金
砂
郷
地
区
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
茨
城
の
県
北
エ
リ
ア
は
昼
夜
の
寒
暖
差
が

大
き
い
こ
と
や
水
は
け
の
よ
い
傾
斜
地
な

ど
、
そ
ば
栽
培
に
適
し
た
条
件
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
か
ら
そ
ば
作
り
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
で
有
数
の

産
地
と
な
っ
て
お
り
、
茨
城
県
内
の
ほ
ど
ん

と
が
常
陸
秋
そ
ば
で
す
。

「
玄
そ
ば
」と
は
そ
ば
の
実
の
殻
が
つ
い
た

ま
ま
の
も
の
で
、殻
の
中
に
旨
味
み
が
閉
じ

込
め
ら
れ
て
お
り
、製
粉
す
る
こ
と
で
香
り

の
強
い
そ
ば
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　　
ふ
る
さ
と
を
出
て
早
や
50
年
、時
に
盆
暮

れ
に
は
帰
り
ま
す
が
、ウ
ナ
ギ
や
ナ
マ
ズ
を

捕
ま
え
た
川
は
、川
底
が
整
地
さ
れ
魚
が
す

め
る
環
境
に
な
く
、
ま
た
、
マ
ツ
タ
ケ
や
シ

メ
ジ
な
ど
の
き
の
こ
を
採
っ
た
野
や
山
に

は
工
場
や
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
お
り
ま
す

が
、当
時
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

屋
敷
地
区　

植
田　

保

No.No.11
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私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

花
咲
地
区　

三
浦　

正
美

No.No.22　

私
は
北
国
北
海
道
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。

　

父
が
転
勤
族
で
し
た
の
で
何
度
か
転
居

を
し
た
先
々
で
の
出
来
事
、知
り
合
っ
た
友

人
等
、
今
、
千
葉
県
に
い
て
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
特
に
思
い
出
深
い
の
は
、札

幌
に
近
い
南
西
部
に
位
置
す
る
岩
見
沢
市

の
隣
、志
文
と
い
う
田
舎
町
で
小
学
校
入
学

か
ら
五
年
生
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に「
兎
追
ひ
し
彼
の
山　

小
鮒
釣

り
し
彼
の
川
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　
「
よ
く
学
び
よ
く
遊
び
」と
い
い
ま
す
が
、

私
は
朝
か
ら
陽
の
暮
れ
る
ま
で
近
所
の
子

供
達
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
山
あ
り
川
あ

り
と
、遊
ぶ
場
所
に
事
欠
か
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
顔
、手
足
は
陽
焼
け
で
年
中

真
っ
黒
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、強
烈
な
印
象
と
し
て
残

っ
て
い
る
の
は
、小
学
校
三
年
生
位
の
時
で

し
た
か
、家
か
ら
室
蘭
本
線
を
ま
た
ぎ
田
畑

が
広
が
っ
て
い
て
小
さ
な
か
ん
が
い
溝
が

あ
り
、今
は
亡
き
一
つ
年
上
の
兄
と
近
所
の

子
供
達
数
人
で
水
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
あ
た
り
一
面
が
、
血
で
赤
く
染
ま

り
、見
る
と
そ
ば
に
い
た
兄
が
ひ
き
つ
け
た

状
態
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
て
足
裏
を
瓶

の
か
け
ら
で
切
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ッ

ク
リ
傷
口
が
開
い
て
い
て
、
あ
の
光
景

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
兄
を
お
ぶ

っ
て
ど
う
い
う
風
に
し
て
家
に
帰
っ
た

か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
も
何
度
か
父
の
転
勤
が
あ
り

私
も
そ
の
都
度
、転
校
を
繰
り
返
し
、高

等
学
校
を
卒
業
後
家
を
離
れ
ま
し
た
。

　
今
思
え
ば
父
の
転
勤
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、様
々
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
て
。
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
※
令
和
４
年
４
月
よ
り
毎
月
１
回『
出

張
入
会
説
明
会
』を
開
催
い
た
し
ま

す
。
日
時
、場
所
等
の
詳
細
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
、市
広
報
誌
に

掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
中
止
と
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、ま
ず
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
事
務
局
）

行
事
予
定

『持つことから　知ることを
  目に見えるものから見えないものに価値を置く
 〝風の時代〟への曲がり角が今なのだそうです。
  自分らしさを知り、活かすことが大切らしいです。』
　友人からもらった手紙の一文です。〝風の時代〟とい
う言葉が気になり調べると、西洋の占星術の世界で
200年に１度の時代の変わり目だそうです。
　少し前、断捨離という事が流行しました。モノだ
けでなく、凝り固めた大事な価値観まで手放すこと
にダダをこねた事を思い出します。一方、しがらみ
を捨てた後も、想像や好きだった妄想を老いを理由
にスルーしてきたようです。
　これからは「個を大切にする」多様性と「形のないも
の」が重視されやすくなる“風の時代”だそうです。心
がウキウキすることを軽やかに追い求めることが良
とされます。自分を知り、そしてらしさを活かすこ
とでしょう。不安や疑問も抱くことでしょう。しかし、
「できる」という思い込みがうまくいくようです。

広報部会

集 記編 後 お題：【無題】

水際は解除されても、マスクはずせぬもどかしさ
大賀ハス、穏やかに咲くその姿、世界の平和そっ
と願う

（ペンネーム ならしの権兵衛）

老犬に　カートを曳かす　お婆さん
クモの巣が　あるのを知ってて　引っ掛かり

（ペンネーム 10代は強肩）

そんなにか　笑い転げて　義歯が浮く
生きていく　あれこれ残さず　さっぱりと

（ペンネーム 小太郎）

応募作品

次回（10月号）のお題は次の通りです。
【   無  題   】

締め切りは「９月16日（金）」必着とさせていただき
ます。

①　「サークル活動等の実施に関わる要綱」が設置されました。
　シルバー人材センターHP【お知らせ一覧　2022．６．
22】に掲載されておりますので、参考にしていただき就業以
外でのコミュニケーション作りに是非お役立てください。
②「熱中症見舞金制度」に加入いたしました。
令和４年６月１日～令和５年５月31日の間に次の適用範
囲・条件を満たした場合に見舞金が支払われます。
Ⅰ．センターが提供した仕事（労働者派遣又は職業紹介は

除く）に就業中または自宅との通常の経路の往復中
Ⅱ．センターが主催し、又は指定する、仕事に関する知識

や技能の付与を目的とした講習会、定時総会、理事会
及び各種会議に出席中並びに講習会会場、総会、理事
会及び各種会議会場と会員の住居との間の通常の経路
の往復中

Ⅲ．センターが主催する就業の一環であるボランティア
活動に参加中及び活動場所と会員の住居との間の通
常の経路の往復中

【条　件】
医師の診断により熱中症と診断された場合（※証明書が必
要な場合あり）
【見舞金】
死亡見舞金額 10万円、入院（２泊３日以上）見舞金額５万円
入院（１泊２日）見舞金額３万円、通院加療見舞金額５千円
※１ ただし、同一正会員に支払われる見舞金の額は10万 
　円を限度とする。
※２ 通院加療見舞金は、同一の熱中症に係る通院加療１
　回のみの支払いとする。

会員の皆様へ


